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06
年
末
ま
で
広
東
省
の
外
来
人
口
の
う
ち

18
歳
か
ら
28
歳
ま
で
の
80
后
で
あ
る
新
型

農
民
工
の
割
合
は
64
％
前
後
。
ま
た
新
型

農
民
工
の
中
、
短
大
以
上
の
学
歴
を
持
つ

人
の
割
合
が
23
・
２
％
ま
で
達
し
て
い
た

（
注
３
）。

政
府
の
政
策
が
労
働
コ
ス
ト
の
　
　
　

上
昇
を
後
押
し

中
国
政
府
は
、
内
需
拡
大
の
た
め
に
賃

金
の
引
き
上
げ
に
よ
る
個
人
の
可
処
分
所

得
の
増
加
は
有
効
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
年
初
よ
り
、
各
地
で
最
低
賃
金
の
引

き
上
げ
が
相
次
ぎ
行
わ
れ
て
い
る
。
最
近

の
政
府
の
政
策
動
向
を
見
て
み
る
と
、
今

後
も
賃
金
の
引
き
上
げ
の
趨
勢
は
続
く
と

考
え
ら
れ
る
。
２
０
１
１
年
か
ら
始
ま
る

第
12
次
５
カ
年
計
画
の
中
に
は
、
５
年
間

で
所
得
を
倍
増
さ
せ
る
計
画
が
盛
り
込
ま

れ
る
予
定
だ
。

ホ
ン
ダ
中
国
部
品
工
場
で
発
生
し
た
ス

ト
ラ
イ
キ
に
対
し
て
、「
中
華
全
国
総
工
会
」

（
注
４
）は
異
例
の
通
達
を
出
し
、
外
資
系

企
業
の
賃
金
ア
ッ
プ
な
ど
を
促
し
た
。
労

働
者
か
ら
の
賃
上
げ
要
求
に
対
し
、
政
府

の
態
度
は
抑
制
で
は
な
く
、〝
中
立
〞
ま
た

は
〝
黙
認
〞
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
。
ま
た
経

済
学
者
の
多
く
は
、
労
働
コ
ス
ト
の
上
昇

は
内
需
拡
大
へ
の
経
済
発
展
の
モ
デ
ル
の

転
換
を
促
す
の
で
、
政
府
が
労
働
コ
ス
ト

の
上
昇
を
サ
ポ
ー
ト
す
べ
き
と
主
張
し
て
い

る
。
労
働
コ
ス
ト
の
上
昇
は
長
期
ト
レ
ン

ド
と
な
る
可
能
性
が
高
く
、
労
働
コ
ス
ト

の
上
昇
を
前
提
と
し
て
の
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
転
換
が
今
企
業
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

労
働
コ
ス
ト
上
昇
を
前
提
に
　
　
　
　

人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

厳
し
く
な
る
一
方
の
労
働
環
境
の
中
、

多
く
の
企
業
が
対
応
策
を
採
り
始
め
た
。

「
基
本
給
や
各
種
手
当
の
引
き
上
げ
」「
福

利
厚
生
の
充
実
」
な
ど
短
期
対
策
を
採
っ

た
企
業
も
あ
れ
ば
、「
人
よ
り
も
設
備
に

投
資
す
る
」「
管
理
の
現
地
化
を
進
め
て
駐

在
員
の
コ
ス
ト
を
削
減
す
る
」
な
ど
、
中

長
期
的
な
戦
略
を
見
直
す
企
業
も
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
労
働
生
産
性
の
引
き
上

げ
は
今
後
の
企
業
経
営
の
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
だ
。
賃
金
の
引
き
上
げ
で
今
し
ば
ら
く

労
働
力
を
確
保
で
き
た
企
業
で
あ
っ
て
も
、

労
働
生
産
性
の
引
き
上
げ
の
た
め
の
取
り

組
み
を
始
め
な
い
と
、
中
長
期
的
に
は
競

争
力
の
低
下
に
繋
が
る
。
で
は
、
労
働
生

産
性
を
引
き
上
げ
る
た
め
に
は
、
ど
う
す

れ
ば
い
い
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
３
つ
の
ポ
イ

ン
ト
を
あ
げ
る
。

（
１
）現
地
管
理
職
の
育
成
・
登
用
を
一

層
加
速
す
る
…
管
理
の
現
地
化
の
メ
リ
ッ
ト

は
多
い
。
駐
在
員
の
人
件
費
コ
ス
ト
を
節

約
で
き
、
現
地
の
状
況
を
熟
知
し
て
い
る

の
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
効
率
が
高
く
、

現
地
社
員
へ
発
展
空
間
を
示
せ
る
の
で
社

え
て
、
労
働
者
の
意
識
も
大
き
く
変
わ
っ

て
き
た
。
80
后（
注
１
）の
新
型
農
民
工
の

考
え
方
と
行
動
様
式
は
彼
ら
の
親
世
代
と

は
異
な
り
、
権
利
意
識
や
職
に
対
す
る
選

択
意
識
が
よ
り
強
く
な
っ
て
い
る
。

経
済
の
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
ズ
か
ら
み
る

と
、
中
国
の
人
口
ボ
ー
ナ
ス（
注
２
）が
な

く
な
り
つ
つ
あ
る
。
い
ま
ま
で
の
経
済
発
展

に
貢
献
し
た
人
口
ボ
ー
ナ
ス
は
、
こ
れ
か

ら
は
人
口
オ
ー
ナ
ス
に
転
じ
る
。
中
国
人

口
情
報
研
究
中
心
に
よ
る
と
、
労
働
人
口

の
総
人
口
に
占
め
る
割
合
は
09
年
に
ピ
ー

ク
の
70
・
70
％
を
迎
え
、
そ
の
後
横
ば
い

か
ら
減
少
に
転
じ
る
。
豊
富
な
廉
価
労
働

力
を
大
量
に
調
達
で
き
る
時
代
は
、
徐
々

に
過
去
の
も
の
に
な
る
と
考
え
て
も
良
い
。

新
型
農
民
工
の
働
く
意
識
の
変
化
を
在

中
国
の
日
系
企
業
の
多
く
が
体
感
し
て
い

る
。
彼
ら
に
対
し
て
、「
親
に
甘
や
か
さ
れ

た
の
で
従
来
の
労
働
環
境
に
不
満
を
持
ち

や
す
い
」「
労
働
意
欲
が
下
が
っ
た
」「
我
慢
・

苦
労
に
弱
い
」
の
よ
う
な
評
価
が
良
く
聞

か
れ
る
。
昔
の
農
民
工
は
、
毎
日
10
時
間

以
上
働
き
続
け
て
も
文
句
を
言
わ
な
か
っ

た
が
、
新
型
の
農
民
工
は
農
地
で
の
耕
作

経
験
な
ど
の
苦
労
が
少
な
い
。
ま
た
彼
ら

は
、
小
学
校
卒
が
多
い
親
世
代
よ
り
教
養

レ
ベ
ル
が
高
く
、
仕
事
に
対
し
て
選
択
意

識
、
自
分
の
権
利
を
主
張
す
る
意
識
が
高

く
な
っ
て
い
る
。

広
東
省
青
少
年
研
究
中
心
に
よ
る
と
、

か
、
ど
う
い
う
順
番
で
一
連
の
技
能
を
育
成
す
れ

ば
良
い
か
、
様
々
な
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
て
制
度

化
し
て
お
い
た
ほ
う
が
良
い
。
技
能
を
定
義
・
整

理
、
技
能
工
の
教
育
を
体
系
化
す
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
教
え
る
側
も
教
え
ら
れ
る
側
も
、
育
成
の

ゴ
ー
ル
、
ス
テ
ッ
プ
及
び
方
法
に
つ
い
て
は
っ
き
り

と
し
た
共
通
認
識
が
形
成
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
り

育
成
の
効
率
が
上
げ
ら
れ
る
。

②
技
能
工
の
資
格
等
級
制
度
を
整
備
し
て
社

員
に
技
能
工
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
示
す
…

多
く
の
企
業
は
、
せ
っ
か
く
育
成
で
き
た
技
能
工

が
ど
ん
ど
ん
辞
め
て
し
ま
う
こ
と
を
心
配
し
て
い

る
だ
ろ
う
。
一
方
、
働
き
側
か
ら
見
る
と
技
能
の

向
上
に
応
じ
て
賃
金
の
向
上
は
当
た
り
前
の
こ

と
。
育
成
で
き
た
技
能
工
を
引
き
止
め
る
た
め
に

技
能
の
向
上
に
応
じ
て
処
遇
の
改
善
が
不
可
欠

だ
。
企
業
は
技
能
工
の
資
格
等
級
制
度
を
整
備

し
、
各
資
格
等
級
に
適
切
な
賃
金
を
設
定
す
る

必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
技
能
工
の
引
止
め
だ
け

で
は
な
く
て
、
彼
ら
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
、

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
意
識
の
醸
成
に
も
繋
が
る
。
長

期
的
に
見
る
と
企
業
の
労
働
生
産
性
の
向
上
に

も
繋
が
る
。

社
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
　
　
　
　

を
促
し
組
織
風
土
を
活
性
化

（
３
）今
回
の
賃
上
げ
ス
ト
ラ
イ
キ
が
日
系

企
業
に
多
発
し
て
い
る
原
因
の
一
つ
は
、
日

系
企
業
の
企
業
文
化
に
あ
る
と
い
う
コ
メ
ン

ト
も
あ
る
。
厳
し
く
管
理
す
る
一
方
、
管
理

層
と
現
場
の
意
思
の
疎
通
に
問
題
が
あ
る

場
合
、
問
題
が
大
き
く
な
る
可
能
性
が
高

い
。
新
型
農
民
工
は
昔
の
農
民
工
よ
り
感

情
と
帰
属
感
へ
の
需
要
が
強
く
な
っ
て
い
る
。

広
東
省
の
07
年
の
調
査
に
よ
る
と
、
新

型
農
民
工
は
仕
事
を
選
ぶ
時
、「
対
人
尊

重
」「
人
情
味
の
あ
る
」
要
素
を
重
要
視
し

て
い
る（
注
５
）。
彼
ら
は
人
を
機
械
と
し

て
扱
わ
れ
る
働
き
方
に
不
満
を
持
ち
や
す

い
。
従
っ
て
彼
ら
に
対
し
、
よ
り
関
心
を

払
い
、
彼
ら
の
言
う
こ
と
に
耳
を
傾
け
て

普
段
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
強
化
す

る
必
要
が
あ
る
。
特
に
管
理
層
側
に
現
場

と
の
意
思
疎
通
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
、
力

の
あ
る
幹
部
が
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

管
理
層
の
現
地
化
が
必
要
な
所
以
で
あ
る
。

（
注
１
）
80
后
： 

80
年
以
降
生
ま
れ
の
世
代
。

（
注
２
）
人
口
ボ
ー
ナ
ス
：
一
国
の
人
口
構
成

で
、
子
供
と
老
人
が
少
な
く
、
生
産
年
齢
人
口

が
多
い
状
態
。
豊
富
な
労
働
力
で
高
度
の
経
済

成
長
が
可
能
。

（
注
３
）
出
所
：

人
民
日
報
07
年

5
月
28
日
付　

（
注
４
）
中
国
政

府
系
の
労
働
組

合（
注
５
）
出
所
：

人
民
日
報
07
年

5
月
28
日
付

労
働
コ
ス
ト
上
昇
は
不
可
逆
的
変
化

中
国
の
労
働
コ
ス
ト
の
上
昇
は
一
時
的

な
現
象
で
は
な
く
、
不
可
逆
的
な
変
化
か

も
し
れ
な
い
。
改
革
開
放
以
降
の
30
年
間
、

中
国
経
済
は
著
し
い
発
展
を
遂
げ
て
き

た
。
そ
の
著
し
い
経
済
発
展
を
支
え
続
け

た
重
要
な
一
因
は
、
廉
価
か
つ
豊
富
な
労

働
力
だ
。
し
か
し
、
中
国
の
労
働
人
口
を

統
計
デ
ー
タ
か
ら
見
る
と
、
こ
れ
か
ら
中

国
の
労
働
力
は
か
つ
て
の
よ
う
に
恵
ま
れ

た
状
況
が
続
く
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
加

中国では今年に入り、各地で労働問題が噴出、多くの日系企業
でも賃上げ要求のストライキに直面した。このような労働環境の変
化は一過性なのか、中国の経済発展モデルの根本的な転換の中で
起こった現象なのか？ 後者であるなら、企業はどう競争力を維持
するのか？ 今こそ各企業の人材マネジメント力が問われている。

転換期を迎える労働力市場と
企業の人材マネジメントの対応

第28回

員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
繋
が
る
。

特
に
、
労
働
コ
ス
ト
が
上
昇
す
る
中
、
早

め
に
管
理
を
現
地
化
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。

こ
こ
数
年
、
日
系
企
業
の
現
地
化
は
か

な
り
進
ん
で
き
た
が
、
未
だ
遅
れ
て
い
る

面
が
あ
る
。
遅
れ
て
い
る
と
い
う
言
葉
に

は
二
つ
の
意
味
が
あ
る
。
一
つ
目
は
、
欧

米
企
業
に
比
べ
る
と
、
現
地
管
理
職
の
人

数
が
ま
だ
少
な
く
、
登
用
さ
れ
る
階
層
も

低
い
。
も
う
一
つ
は
、
管
理
職
の
現
地
化

の
た
め
の
一
連
の
人
事
制
度
の
整
備
が
遅

れ
て
い
る
。

（
２
）技
能
工
の
育
成
に
よ
る
労
働
生
産

性
を
改
善
す
る
…
単
純
作
業
で
き
る
労
働

者
は
多
い
が
、
一
定
の
技
術
力
を
持
つ
技

能
工
が
足
り
な
い
の
が
中
国
労
働
市
場
の

現
状
で
あ
る
。
中
国
の
労
働
部
は
04
年
に

も
技
能
工
の
不
足
に
つ
い
て
報
告
を
出
し

て
、
技
能
工
の
育
成
を
呼
び
か
け
た
。
企

業
に
と
っ
て
は
技
能
工
の
育
成
は
労
働
生

産
性
を
改
善
す
る
主
要
な
方
法
の
一
つ
で

あ
る
。
た
だ
し
、
育
成
コ
ス
ト
を
か
け
て

い
か
に
効
果
を
最
大
限
に
引
出
せ
る
か
が

要
諦
に
な
る
。
こ
こ
で
２
つ
の
ポ
イ
ン
ト

を
挙
げ
る
。

①
技
能
に
つ
い
て
定
義
し
て
、
技
能
工
の
教

育
体
系
を
整
備
す
る
…
急
い
で
技
能
の
育
成
に

走
り
出
す
の
で
は
な
く
て
、
ま
ず
は
技
能
工
の
教

育
体
系
を
作
っ
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
。
例
え
ば
、

製
造
部
門
に
必
要
な
技
能
は
ど
う
い
う
も
の
が
あ

る
か
、
何
を
ど
う
育
成
す
れ
ば
効
率
効
果
が
良
い
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